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第 15章　イエスの復活　

  十字架の死後、３日目によみがえったイエスは、40日のあいだ弟子
たちに復活のからだをあらわして昇天した。40日という時間は、弟子

ひたん

たちの悲嘆の作業の時間であると共に、弟子たちが復活を信じるまで
に要した時間でもあった。イエスの復活は、私たちが現代を生きる希
望について、そのよりどころについて示唆を与える。

キーワード
1,復活の客観的側面　空虚な墓　
2,復活の主観的側面　顕現物語
3.からだのよみがえり　トマス
4.霊のよみがえり　エマオの２弟子　
5,三つの理解　
　1.幻想説(心理学的理解)　
　2.仮死説（科学的理解）
　3.霊肉二元論(思想的理解)

1,復活の客観的側面　空虚な墓　　
　安息日が終わると、マグダラのマリア、ヤコブの母マリア、サロメは、イエ
スに油を塗りに行くために香料を買った。そして、週の初めの日の朝ごく早
く、日が出るとすぐ墓に行った。彼女たちは、「だれが墓の入り口からあの石
を転がしてくれるでしょうか」と話し合っていた。ところが、目を上げて見る

すで

と、石は既にわきへ転がしてあった。石は非常に大きかったのである。
　墓の中に入ると、白い長い衣を着た若者が右手に座っているのが見えたの
で、婦人たちはひどく驚いた。若者は言った。「驚くことはない。あなたがた
は十字架につけられたナザレのイエスを捜しているが、あの方は復活なさっ
て、ここにはおられない。御覧なさい。お納めした場所である。さあ、行って、
弟子たちとペトロに告げなさい。『あの方は、あなたがたより先にガリラヤへ
行かれる。かねて言われたとおり、そこでお目にかかれる』と。」
　婦人たちは墓を出て逃げ去った。震え上がり、正気を失っていた。そして、
だれにも何も言わなかった。恐ろしかったからである。(マルコ16:1-8)

わたしに触るな・
ノリメタンゲレ
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　イエスは金曜日に十字架上で死んだ。夕方になってその死が確認さ
れると、国会議員であったアリマタヤのヨセフが死体を引き取り、白
い亜麻布につつんで新しい墓に納め、入り口を大きな石でふさいで封
印し、番人を立てた。ところが、３日目の日曜日の朝にマグダラのマ
リヤほか3～4人の女が死体に塗る防腐剤用の香料を塗りかえに行っ
たところ、墓は空になっていて中にはだれもいなかった。女たちは怖
ろしくなって誰にも言えなかった。
　これが「空虚な墓」物語である。イエスの復活を語る第一の方法は、
墓が空であったという客観的事実について天使の解釈を記している。
　　
2,復活の主観的側面　顕現物語

　「顕現物語」はイエスの復活を主観的側面から、復活したイエスに出
会ったという証言によって構成される。

マグダラのマリアに現れる
　イエスは週の初めの日の朝早く、復活して、まずマグダラのマリアに御自身
を現された。このマリアは、以前イエスに七つの悪霊を追い出していただいた
婦人である。マリアは、イエスと一緒にいた人々が泣き悲しんでいるところへ
行って、このことを知らせた。しかし彼らは、イエスが生きておられること、
そしてマリアがそのイエスを見たことを聞いても、信じなかった。（マルコ16:
9-11）
　二人の弟子に現れる
　その後、彼らのうちの二人が田舎の方へ歩いて行く途中、イエスが別の姿で
御自身を現された。この二人も行って残りの人たちに知らせたが、彼らは二人
の言うことも信じなかった。（マルコ16:12-13）
                                                  　

　復活のイエスはマグダラのマリヤにあらわれた。しかし、マリアが
言うことを弟子たちは信じなかった。マタイ福音書によると、イエス
はさらに11人の弟子たちにあらわれた。（マタイ28:16-17）。　
　墓が空であったという客観的な伝承は、イエスが墓の中にいないの
は盗まれたのではなく、復活したのだという解釈を生み、また復活の
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イエスに出会ったという主観的な信仰を証言するという、二通りの復
活物語が生まれた。
　さらに、イエスはからだの復活をしたのか、霊的な復活をしたのか
という疑問に、それぞれの復活体験の事例をもって答えている。
　
3.からだのよみがえり　トマス

復活のからだをトマスにあらわした。(ヨハネ20:19-29)

　疑い深いトマスは、イエスの復活を信じないと言い張っていた。復
活の8日後、弟子たちが部屋の戸を閉じて集まっていた時、その中に
イエスが立ち、またトマスに向かって、「あなたの指をここに当てて、
わたしの手を見なさい。またあなたの手を伸ばし、わたしのわき腹に
入れなさい。信じないものではなく、信じる者になりなさい」と言っ

く

た。トマスが自分の不信を悔いると、イエスは言った。「わたしを見た
から信じたのか。見ないで信じる人はさいわいである」。
信仰

　「信じる」(peithw・ペイソー)という言葉は、探究する、追い求めると
いう動詞である。不確かなものが確かになる。あいまいではっきりし
なかった事柄がはっきりし、確かになるという意味である。「イワシの

うの

頭も信心」というような、分からないものを鵜呑みにし、何でも有難
いということではない。分からないことを探求して理解し認識にいた
る。疑いが晴れ、不明や無知から解放される。この意味で信仰を考え
ていこう。
信仰の根拠

　トマスは信仰の根拠を「見る」ことに求めた。そこでは、トマスの
目、すなわち彼の知識や経験また資質が問題となる。次に、イエスの
姿かたちをとおして見るとき、その服装や外見が問題となる。イエス

きずあと

の十字架の傷跡を見、手で触って信じる信仰は外形に依存している。
愛していますと告白しているのに証拠を見せなさいというようなもの
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である。そのようなトマスの信仰態度は問題とされ、「見ないで信じる
人はさいわいである」と導かれている。
　トマスは「復活のからだ」をあらわしたイエスに出あった。
　それに対して、エマオの２弟子は「霊的な復活」のイエスに出会っ
た。次に、エマオの２弟子が霊的な復活のイエスを認識するにいたる
プロセスをたどってみよう。

4.霊のよみがえり　エマオの２弟子　

　
しついらくたん

　イエスの十字架に失意落胆した２人の
弟子がエマオの村に帰る道すがら、いつ

か

の間にか伴い歩くもう一人の人と話を交
わしていた。それが復活したイエスであ
る事を知るにいたる４つの段階に注目し
ていただきたい。

　ちょうどこの日、２人の弟子が、エルサレムから60スタディン離れたエマ
オという村へ向かって歩きながら、この一切の出来事について話し合ってい
た。話し合い論じ合っていると、イエス御自身が近づいて来て一緒に歩き始め

さえぎ

られた。しかし、二人の目は遮られていて、イエスだとは分からなかった。
（1）・・・・ そこで、イエスは言われた。「ああ、物分かりが悪く、心が鈍い
ため預言者たちの言ったことすべてを信じられない者たち、 メシアはこういう
苦しみを受けて、栄光に入るはずだったのでないか。」そして、モーセとすべ
ての預言者から始めて、聖書全体にわたり、御自分について書かれていること
を説明された。 一行は目指す村に近づいたが、イエスはなおも先へ行こうとさ
る様子だった。２人が、「一緒にお泊まりください。そろそろ夕方になります、
もう日も傾いていますから」と言って、無理に引き止めたので、イエスは共に
泊まるため家に入られた。 一緒に食事の席に着いたとき、イエスはパンを取り、
賛美の祈りを唱え、パンを裂いてお渡しになった。 すると、２人の目が開けイ
エスだと分かった（2）が、その姿は見えなくなった（3）。２人は、「道で話し
ておられるときまた聖書を説明してくだったとき、わたしたちの心は燃えてい
たではないか」（4）と語り合った。(ルカ24:13-32)

エマオの二弟子・レンブラント
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　復活のイエスに出会い心の目を開かれていく４つの段階を斜字体に
して強調した。また（　）の数字を加筆した。抜粋すると次のように
なる。
（1）「目がさえぎられて、イエスだとは分からなかった」(24:16)
（2）「目が開け、イエスだと分かった」(24:31)
（3）「その姿は見えなくなった」(24:31)
（4）「わたしたちの心は燃えていた」(24:32)

第1の段階　
分からなかった

　「２人の目がさえぎられて・・・イエスだとは分からなかった」の「分
かる」は、「epegnwsan・～を通して知る」という動詞であり、姿やか
たちを通して知るという意味である。信仰の根拠を人間の姿やかたち

ふ

におく。人は外形に依存し、内実に触れていない。認識の入り口まで
きているのに、イエスの真実に触れない段階にある。

第２の段階
目が開かれる

くば しぐさ

　弟子の家で夕食のパンを裂いて弟子たちに配るイエスのその仕草に
触れて、イエスである事が分かった。以前にイエスが弟子たちにパン
を裂いて配っていたことを思いだしたのである。「２人の目が開かれ、
イエスである事がわかった」。
　この場合「目が開けて」とは、「dihnoixthsan・目が開かれるという受
身型」の動詞が使われている。「目が開かれ」てわかる信仰や認識、ま
た知識の主体は、復活のイエス自身にある。イエスが復活しなければ
復活のイエスを見ることも信じることもできないだろう。目が開かれ
てとは、見ようとして見るのではない。そうでなく、人の認識に先立っ
て、働きを受け、心の目を開かれて見させられるのである。イエスが
語りかけ、聖書を解きあかし、パンを裂いて渡す。その働きを受けて、
イエスの真実に触れて目が開かれる。そこには、人の好き嫌いや知識
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の多少、また人の経験の深さや浅さは問題にならない。働きかけるイ
エスの真実に触発されて、心の目が開かれ。そうして見る人の真実が
触発される。認識の根拠は、人間にあるのではなく、復活のイエス自
身にある。
　これまで外形を見、その入り口で止まって、見えていなかった人は、
真に「見る者」へと変えられる。

第3の段階
するとみ姿が見えなくなった

　姿かたちが消える。目に見る姿やかたちは、その内実との出会いに
導く門である。本当に知り得たならば、外形は役目を終え、消えてい
く。贈り物と贈り主の関係を思えばよい。贈り物はたんなる「もの」で
はなく、「もの」の背後に贈り主の思いがある。贈り物と贈り主とは結
びついていると言える。贈り物を受けるとは、贈り物とともに送り主
の思いを受け入れるのである。
　贈り物が受け入れられ、贈り主の心に触れるとき、贈り物の姿かた
ちはその役目を終えて、背後に退く。このように、イエスの「姿かた
ち」は、イエスの真実に出あう時に消えていく「門」と言う事ができ
る。良寛は真実を知る認識について、次のような詩を書いている。

-----------------------------------------
指によって月をみる　月によって指を弁ず

　 この月とこの指とは同じものではない
　　　しかし異なっているとも言えない

しょき いざな

まさに初機を誘わんとしてこのを譬をとくのである
にょじつ

如実に知り得たならば、月もなく また指もない
（岩波文庫、良寛詩集）

-----------------------------------------
　ものの姿かたちは、その内実に触れる契機であり、如実に知るとい
う真知識にいざなう入り口である。如実に知りえたならばものの姿か
たちは背後に退く。
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第4段階
聖書を説明してくださった時、わたしたちの心は燃えていたではないか。

　復活体験は確かに一人の主観的な出来事である。しかし、一人で燃
えあがってしまうのでなく、「わたしたちの」心が燃える共通の経験で
あった。イエスの真実に導かれるにいたる過程で心が燃える経験を共
にし、それが生きる力になったということこそ、重要であり、イエス
の十字架と復活が目ざすところであった。燃える心を燃えつくすよう
に生きる新しい力を受けた。
　個人の内の体験でありながら、それは「お互いに」内に燃えるとい
う共同性、コミュニティを創りだす。弟子たちをはじめ多くの人たち
が今日に至るまで、復活を体験し、新しい共同性をキリスト教会とし
てあらわしてきた。

　補足

　イエスの復活は１.トマスがイエスに傷跡を見、７人の弟子が魚を
とって食べたように、「からだのよみがえり」であったこと。２．エマ
オの２弟子が経験したように、「霊的な復活」であったこと。その両者
であったことをのべてきた。
　そこで、これまでなされてきたイエスの復活を、心理学的、科学的、
思想的に解釈する1,幻想説、2,仮死説、3,霊肉二元論の３を検証し
ようと思う。

1,幻想説

　イエスの復活は幻想に基づくとする幻想説である。イエスと出会い、
また短い期間ではあったが、強い印象を受けた弟子たちにとってイエ
スは彼らの心の中に生き続ける。そのイエスの残像が弟子達のなかに
よみがえってくる。それが幻想になって弟子たちにあらわれたのだと
解釈する。愛する人を亡くした時、いつまでも思い出がよみがえる。そ
のような体験を拡大しているのだ。弟子たちがイエスに対する幻想を
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いだいてその幻想によって生き始めたとする。
2,仮死説

　イエスは仮死した後、蘇生したとする説。葬儀が行われている時に、
息を吹きかえすということがある。筆者は葬儀社の人から、葬儀の途
中に蘇生する人がいて、一月ほどして、同じ人が車で移動中に蘇生し
た話を聞いたことがある。今日、医学の進歩にともなって心臓や腎臓

ぞうきいしょく

などの臓器移植の技術が確立されて、多くの人が不治の病から救われ
るようになった。脳死を人の死と定義する法律によって、移植は広く
行われている。しかし、死んだ人から生きた臓器を取り出すという矛
盾の中で行われている。死の判定をした人が、手足を動かすラザロ現
象が世界的に報告され、脳死の再検討をもとめている。このような経
験からイエスの復活を仮死状態からの蘇生と考える。

れいにくにげんろん

3、霊肉二元論
こらい

　肉体は滅んでも霊は生き、精神は受け継がれる。古来、霊肉二元論
は広く受け入れられてきた。ギリシャの自然宗教と結びついたグノー
シス教は広く知られていた。キリスト教に似ているが、独自の宗教儀
式を持っていた。その霊と肉の二元論は、肉の現実に重心を置くと、霊
的面が軽視される。また、霊的精神的面に重心をおくと、肉の現実生
活が軽視された。
　経済大国となった日本人が経済アニマルと批判された時、経済重視、

けつじょ

物質第一主義を強く批判されると共に、倫理性の欠如が指摘された。
えいれい

逆に、戦死者を英霊と呼び国家が一括して靖国神社に管理する。死者
いんぺい

の霊を英霊と呼んで美化することによって、戦争責任を隠蔽するとい
う批判がなされる。イエスは霊的に生きているとする。

　このように1,幻想説、2,仮死説、3,霊肉二元論の三つ説は、イエ
スの復活を説明しているようであるが、いずれも、イエスの復活その
ものが中心になっているのでなく、人の経験が中心となって議論して
いるところに無理が生じていると思われる
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追加

　からだのよみがりを信じるというらい患者の話を聞いたことがある。
生まれたときのようなきれいなからだによみがえるという信仰である。
彼はこの信仰によって、らい療養所での強制隔離を強いられた現世を
生きている。「らい」という差別用語を使わないように、また聖書の不
快用語の書き換えが10種類の言葉についてなされた。らい→重い皮膚
病、盲人→目の見えない人などが書き換えられた。ところが、書き換
えによって差別が解決されるとか、過去の差別の歴史がなくなること
はない。自身がらい患者のＩ牧師は、その意味で、書き換えに反対し、
元の表記をするように主張する。
　また、ウエスレヤン大学は、2009年から、日本最大の食品公害カネ
ミ油症被害患者支援に関わってきた。実名で活動を始めた下田順子さ
んは、自分のからだが治らないにしても、子どもや孫の世代に、特に
神経系に損傷を及ぼしていることを考えると、じっとしておれない。
医学的治癒が発見されること願い、きっと治療法が見出されるという
希望を持ち、活動している。また40年の間、世の闇の中に放置されて、
声も上げられなくされてきた被害患者の救済法案の成立に希望を託し
ている。そのメールアドレスの〔kibou〕という文字に思いをこめて、
「希望がなくては生きていけません」と言う。このような現実が考慮さ
れるなかで復活の希望を描くことが求められている。　


